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三浦神社と呼ばれる空智上人坐像を祀る小さな祠が存
在し、地元有志らによってその神社が改築され、昭和
４年（１９２９）１０月に三浦神社の 遷  座  祭 を執行したと刻

せん ざ さい

まれています。

【現在も残る寺院時代の遺物・痕跡】
三浦神社の社殿内部や境内には、現在も寺院時代の

遺物や痕跡が見られます。神社の祭神である「空智上
人坐像」、元禄８年（１６９５）に徳川光圀が修復し、その
旨が背面に刻まれる「不動明王立像」、平安時代後期の
作で、現存する市内最古の仏像である「如来立像」、こ
の３体の仏像はその代表です。このうち空智上人坐像
と不動明王立像は、市指定文化財となっています。こ
れらの仏像の他、社殿内には江戸時代に近隣村の檀家
らにより、３つの桐の 櫃 に納められ寄附された、「 大  般 

ひつ だい はん

 若 
にゃ

 経 」６００巻が存在します。櫃には「大般若経　清隆山
きょう

藤福寺」、「安永二年葵巳孟冬良辰」（＝１７７３年）等の墨
書があります。
社殿の左奥側には墓石が１３基残っています。この墓

石の年代は享保２～文化元年（１７１７～１８０４）といずれ
も江戸時代のもので、その内８基は「法印○○之墓」
という形式で名前が刻まれています。「 法  印 」は僧位を

ほう いん

示すものであり、藤福寺住職の墓ではないかと推測さ
れます。その他にも、社殿に向かって参道の右側に墓
石、供養塔、石仏等の石造物が２０数点ほど確認でき 
ます。　
社殿内は普段公開されていないので仏像等を見るこ

とはできませんが、境内にある墓や石造物に、この地
が寺院であった痕跡を見ることができます。
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 三  浦  神  社 
み うら じん じゃ

【神社の概要】
三浦神社は 小  田  野 地域にある 空  智 

お だ の くう ち

 上 
しょう

 人 を祭神として
にん

祀る神社です。昔は祭礼が旧３月１５日と旧７月１５日の
２回行われていましたが、現在は７月１５日のみ行われ
ています。空智上人は、源頼朝の家臣である三浦一族
の一人、 三  浦  大  介  義  明 であるとされています。伝説上

み うら おお すけ よし あき

では那須野（現栃木県那須町）にある 殺 
せっ

 生 
しょう

 石 に封じら
せき

れた九尾の狐（ 玉  藻 の 前 という美女に化けていた）を
たま も まえ

討伐したとされ、吉田八幡神社の三浦杉はその討伐祈
願に植えたものと伝えられています。かつては三浦神
社の祭礼にこの伝説にちなんで、三浦大介と玉藻の前
の 山  車 が出されました。しかし、残念ながら現在では

だ し

山車が祭礼に出ることはありません。

【かつて寺院があった三浦神社の地】
現在、三浦神社が建つ地には、もともと神社ではな
く寺院が存在しました。中世期、前述の空智上人によ
り建てられた浄土真宗の 永  福  寺 という寺院です。

えい ふく じ

江戸時代の『開基帳』を見てみると、宗派が浄土真
宗から 下  檜  沢  太  山  寺 末の真言宗に変わっていますが、

しも ひ ざわ たい さん じ

永福寺は少なくとも寛永３年（１６２６）には存在してい
ることが分かります。しかしその後、永福寺は住職が
疫病で亡くなり、無住となってしまいました。そこ
で、寛文９年（１６６９）太山寺の住職が、水戸郊外にあっ
た真言宗 藤  福  寺 の小田野への移動を、水戸藩寺社奉行

とう ふく じ

に願い出ました。その結果、永福寺は藤福寺となりま
した。
その後、廃寺となり、三浦神社が建てられた経緯は
不明です。しかし、三浦神社境内にある石碑「三浦神
社改築記念碑」によると、藤福寺が廃された跡地に、

▲三浦神社　社殿

▲木造 空智上人坐像


